




 
1．2 点 A(4，0)，B(0，2)に対して，条件 AP = BP を満たす点 Pの軌跡を求めよ。 
2．点 Qが円 𝑥2 + 𝑦2 = 4 ……①の周上を動くとき点 A(8，0)と点 Qとを結ぶ線分 AQの
中点 Pの軌跡を求めよ。 

3．次の連立不等式を表す領域を Dとする。点 P(𝑥，𝑦)がこの領域 D内を動くとき，𝑥 + 𝑦
の最大値と最小値を求めよ。 

   𝑥 + 2𝑦 ≦ 8， 3𝑥 + 𝑦 ≦ 𝑡， 𝑥 ≧ 0， 𝑦 ≧ 0 
4．𝑡 が 𝑡 ≧ 0 を満たしながら動くとき， 
   𝑡𝑥 − 𝑦 + 𝑡 = 0 ……① 
   𝑥 + 𝑡𝑦 − 1 = 0 ……② 
 を満足する点 P(𝑥，𝑦)の軌跡を求めよ。 
5．点(𝑥，𝑦)が，原点を中心とする半径 1の円の内部を動くとき，点(𝑥 + 𝑦，𝑥𝑦)の動く範囲
を図示せよ。 

6． 𝑥 − 1
𝑥2 + 3の最大値，最小値と，そのときの 𝑥 の値を求めよ。 
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